
利用者の皆様が作った作品です。
本年度も賑やかな作品がたくさんできました。
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クリスマス会

はまゆう園では、ストラックアウト・カルタ取
り・福笑い等のゲームをグループごとに体験
し、楽しい時間を過ごしました。利用者様全員
で『あわてんぼうのサンタクロース』を歌い、代
表者で『サンタが街にやってくる』『ジングルベ
ル』の手話発表もありました。最後にはサンタ
さんがプレゼントを配布。代表者が受け取り
ました。その後の会食では、豪華なお弁当に心
がウキウキしました。

はまゆう園
生活介護恒富事業所
はまゆう園生活介護恒富事業所では、仮装や
ゲームを行ないました。ゲームの『箱の中身は
なんだろな？』は、箱の中の物を触って周囲の
利用者様から出るヒントに戸惑いながら回答
者が答える為、大いに盛り上がりました。美味
しいケーキもあり、楽しい１日となりました。

はまゆう園
グループホーム
グループホームでは、美味しい食事を囲みな
がら、これまで練習してきたタンバリンの出し
物やカラオケなどを披露しました。また、職員
による寸劇やダンス、ギター演奏などをご覧
になり、いつもと違う職員の一面を見れて利
用者様は大喜びでした。

はまゆう園
(入所・通所合同)

１２月２０日

１２月２5日

１２月14日
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のべおか障害者就業・生活センター

そうだんサポートセンター
はまゆう

　のべおか障害者就業・生活支援センターでは４名の職員が
関係機関と協力し、就業と日常・社会生活の支援を行なって
います。今年度は１２月現在ですが、３６人の方の就職を支援
しました。また、就職後１年経過時点の定着率は９０．７％と
上がっており、大きな実績となっております。職員一同、就職が
ゴールではなく、その後の安定した生活や豊かな人生が送れ
る事を願って、ご本人様、企業、関係機関と連携しながら取り
組んでいます。

県の委託訓練を終えて、
就職できました！

職場見学にて、企業説明を真剣に聞いてい
ます。

　基幹相談支援センターも開所時に比べるとたくさんの方
に来所していただくことも増えました。相談件数も子どもか
ら大人の相談も年々増えています。今年度は依存症（ギャン
ブル、アルコール等）の相談もありました。地域の方々から
も温かい言葉をいただきながら、私たちが心がけている「丁
寧な支援」が少しずつ浸透していると感じています。
　また、地域の皆様と連携して支援に取り組む事も増えて
きました。ある家庭の生徒の支援をおこなったり、福祉サー
ビスを受ける家庭の事前の生活支援に取り組んだりと様々
なケースがありました。来年も地域に根差した相談支援を
引き続き取り組んでいきたいと思います。

　そうだんサポートセンターはまゆうは４名の相談支援
専門員が、子どもから大人まで、障害のある人達が自立し
た日常生活、社会生活を営むことができるように、障害福
祉サービスなどの利用計画の作成や地域生活への移行・
定着に向けた支援、住宅入居等支援事業や成年後見制度
利用に関する支援など、障害のある人達の全般的な相談
支援を行なっています。
　また、宮崎県から委託されている
「療育等支援事業」を利用して、子ども
の事で気になることの相談、「就学や
進路、就職、福祉サービスを利用した
い」などについても、対応しています。

 令和６年９月６日、延岡市西部地域基幹相談支援センター、
のべおか障害者就業・生活支援センター、そうだんサポート
センターはまゆうの三機関で合同研修会を開催しました。今
回の研修では「つなぐ　むすぶ　ひろがる」をテーマに掲げ、
教育機関、福祉事業所、一般企業など未就学期～成人期まで
の幅広い分野の方々、約８０名にご参加いただきました。　
 第１部ではオリジナル動画を通し、障がいのある方がどのよ
うな社会資源や福祉サービスなどを経て、自分らしい人生を
歩んでいくのかを紹介しました。

 第２部では、第１部で流した動画を基に、参加された方々が、
それぞれの専門性を活かした支援方法について、グループ
ワークを行いました。多種多様な職種の方々が集まる事によ
り、各分野の取り組みについて伺う事ができました。またバラ
エティに富んだ活発的な意見交換がなされ、顔の見える関係
づくりにも繋がったと感じました。
　今回の研修会で繋がった福祉の輪を貴重な財産とし、今
後も関係機関と連携しながら地域福祉に貢献していきたい
と思います。

合同研修会

延岡市西部地域
基幹相談支援センター

令和6年度を振り返って
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障害者支援施設
はまゆう園

はまゆう園
多機能型事業所

はまゆう園生活介護
恒富事業所

はまゆう園多機能型
恒富事業所

今年度は、感染症対策を行いながら以前のよう
に行事や活動に取り組めた１年となりました。計画
している行事を中止することなく、体育祭や収穫
祭、ビアガーデンなど利用者様やご家族の皆様と
一緒に楽しむことができました。　また、恒例とな
りましたコメヤ様の訪問販売のほか、今年度、新し
い取り組みとして、株式会社チヨダ様に靴の訪問
販売に来ていただきました。スタッフの方にサイズ
を測定していただき、たくさんの靴の中から好きな
色やデザインのものを選んで試着、購入することが
できました。

今年度は月に１度外部講師を招いて習字教室を
実施し、多くの利用者様が楽しく参加されました。
また、できあがった作品を展示し事業所内もにぎ

やかになりました。その他、季節の行事や外出活動、
運動会や収穫祭といった法人行事にも参加し、利用
者様のたくさんの笑顔が見れた１年でした。
最後に地域住民の方々には、沢山のご理解・ご協

力を頂きました。ありがとうございました。

今年度も利用者様は、清掃作業を中心にクッキー
やふすまの張替えなど色々な作業に参加されまし
た。一般企業には2名の方が就職し活躍されていま
す。
また、当事業所におきましては、定期的に地震や

大雨による被害に備え、防災研修を利用者様と一緒
に実施しています。その他、宮崎市フェニックス自然
動物園へ日帰り旅行に出掛け利用者様も大変楽し
まれていました。
来年度も利用者様が「明日も来よう」と思えるよ

うな事業所であり続けるよう職員一丸となって頑
張っていきます。

今年は、『利用者様と一緒に』をテーマに活動計
画を立て、利用者様と共に楽しみ、学び、チャレンジ
した１年でした。畑を耕作し種を植え、育てて収穫
を行い、調理して食べてみたり、収穫祭のステージ
発表に向け、ダンスと手話の練習をしたり、また、宮
崎市で開催された「木下大サーカス」を見に行った
りと、忙しくも、みんなで楽しみを求めて活動し続け
た、笑顔の絶えない、はまゆう園多機能型事業所で
した。
感染症という脅威は、未だ変わりませんが、日々

気を付けながら、これからも利用者様と一緒になっ
て「楽しみ・学び」を探求して行けたらと思います。

令和6年度を振り返って 令和6年度を振り返って
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障害者支援施設
はまゆう園

はまゆう園
多機能型事業所

はまゆう園生活介護
恒富事業所

はまゆう園多機能型
恒富事業所

今年度は、感染症対策を行いながら以前のよう
に行事や活動に取り組めた１年となりました。計画
している行事を中止することなく、体育祭や収穫
祭、ビアガーデンなど利用者様やご家族の皆様と
一緒に楽しむことができました。　また、恒例とな
りましたコメヤ様の訪問販売のほか、今年度、新し
い取り組みとして、株式会社チヨダ様に靴の訪問
販売に来ていただきました。スタッフの方にサイズ
を測定していただき、たくさんの靴の中から好きな
色やデザインのものを選んで試着、購入することが
できました。

今年度は月に１度外部講師を招いて習字教室を
実施し、多くの利用者様が楽しく参加されました。
また、できあがった作品を展示し事業所内もにぎ

やかになりました。その他、季節の行事や外出活動、
運動会や収穫祭といった法人行事にも参加し、利用
者様のたくさんの笑顔が見れた１年でした。
最後に地域住民の方々には、沢山のご理解・ご協

力を頂きました。ありがとうございました。

今年度も利用者様は、清掃作業を中心にクッキー
やふすまの張替えなど色々な作業に参加されまし
た。一般企業には2名の方が就職し活躍されていま
す。
また、当事業所におきましては、定期的に地震や

大雨による被害に備え、防災研修を利用者様と一緒
に実施しています。その他、宮崎市フェニックス自然
動物園へ日帰り旅行に出掛け利用者様も大変楽し
まれていました。
来年度も利用者様が「明日も来よう」と思えるよ

うな事業所であり続けるよう職員一丸となって頑
張っていきます。

今年は、『利用者様と一緒に』をテーマに活動計
画を立て、利用者様と共に楽しみ、学び、チャレンジ
した１年でした。畑を耕作し種を植え、育てて収穫
を行い、調理して食べてみたり、収穫祭のステージ
発表に向け、ダンスと手話の練習をしたり、また、宮
崎市で開催された「木下大サーカス」を見に行った
りと、忙しくも、みんなで楽しみを求めて活動し続け
た、笑顔の絶えない、はまゆう園多機能型事業所で
した。
感染症という脅威は、未だ変わりませんが、日々

気を付けながら、これからも利用者様と一緒になっ
て「楽しみ・学び」を探求して行けたらと思います。

令和6年度を振り返って 令和6年度を振り返って
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おめでとうございます！

はまゆう園グループホームに所属している大谷翔
太さんが、１０月２６日に開催された全国障がい者
スポーツ大会競技フライングディスクに出場し、見事
１位になりました。
また2027年に宮崎県で開催される第81回国民

スポーツ大会・第26回全国障害者スポーツ大会に
向けて、延岡市読谷山市長を表敬訪問し、意気込み
を語られました。
皆様、応援お願い致します。

令和6年度を振り返って

はまゆう園
グループホーム

ホームでは年初からコロナが感染拡大し、改めて
コロナとの共存の難しさを再確認する年明けとなり
ましたが、春先には穏やかな陽気そのままに利用者
様の生活は落ち着きを取り戻し、４月にはお花見会
を開催することができ、その後も食事会やウォーキ
ング、旅行など、季節の移り変わりとともに余暇活動
を楽しむことのできた１年となりました。
また、７月には延岡市で初となる日中サービス支

援型グループホーム「地域生活支援事業所たいよ
う」を開所しました。このサービスの最大の特徴は日
中もホームで過ごすことを選択できることであり、こ
れにより利用者様の高齢化・重度化に対応すること
が可能となりました。現在は全１６名の利用者様の
うち６名がホームにてバラエティーに富んだ健康的
な日中活動を楽しんでいます。
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